


展開図学習用電子教材「TENKAl」を利用した授業の学力面での教育効果の検証

て，当該電子教材の利用によって，どれが正しい展開

図でどれが誤った展開図であるかを試行錯誤する機会

が増えるという効果はあるように思われるが，正しい

展開図を，工作用具を利用するよりも効率的に学べる

か否かについては明らかになっていない．また彼ら

は，学力について，実験ｌの後で行われた「事後テス

トｌ」の結果から，実験群Ｘ（授業Ａ）と実験群Ｙ（授

業Ｂ）との間には統計的有意差は認められないとして

いるこれは，当該電子教材の学力面での有効性を検

証しようとしたが，検証できなかったことを意味して

いる．

彼らは，授業Ａと授業Ｂの組み合わせ順の違いに

関連して，実験群Ｘにおいては実験１（授業Ａ）と実

験２（授業Ｂ）との間で「成功数」については統計的

有意差が認められないが，実験群Ｙにおいては実験ｌ

(授業Ｂ）と実験２（授業Ａ）との間で「成功数」につ

いて統計的有意差が認められるとしている．この結果

の含意は明らかにされていない．筆者らの推察によれ

ば，まず工作用具を用いる授業Ｂを行い，その後で

当該電子教材を用いる授業Ａを行う方が，正しい展

開図をより多く作成するようになるという意味で，よ

り高い教育効果が得られるということを含意するもの

と考えられるただし，これは当該電子教材の有効性

を評価するというよりも，授業Ａと授業Ｂの組み合

わせ順に関する有効性を評価する試みと言える．

展開図学習用電子教材の有効性を検証するための評

価指標はいろいろと考えられる．学力は特に重要な評

価指標の一つである．展開図学習１１１電子教材の開発と

評価に関わるこれまでの研究では，電子教材の有効性

がまったく検証されていないわけではないが，学力面

での有効性は検証されていない

そこで本研究では，独自に開発した展開図学習用電

子教材ＴＥＮKAIを対象にして，TENKAIを利用した授

業の学力面での教育効果が，通常の授業よりも高いこ

とを，実験によって検証することを目的とした．実験

としては，統制群と実験群を設定して展開図教育につ

いての実験授業を実施した．実験授業は，統制群では

工作用具を利用して通常の方法で実施し，実験群では

TENKAlを利用して実施した．

て過程を見ることができる．また，展開図に限り９０

度ずつ左回転させて異なる方向から同じ展開図を見る

ことができる．ただし，組み立てた立方体を展開する

過程を見ることはできない

彼らは，こうした電子教材の有効性評価を試みてい

る．二つの異なる小学校の５年生ｌクラスを対象に，

一方で３９名の児童に当該電子教材を使用させて展開

図を作成させ，他方で３６名の児童に用紙を使用させ

て展開図を描かせ，双方のクラスの「試行数｣，「成功

した展開図の種類数」などを調査している．「成功し

た展開図の種類数」については統計的有意差が認めら

れないが，「試行数」については統計的有意差が認め

られることから，彼らは「児童は考えた展開図が立方

体になるか否かを確かめるために（展開図組立シミュ

レータを）積極的に使ったと考えられる」としている．

また彼らは，ヒント表示機能の有効性について検討

し，「ヒント機能を使った児童はそれなりに効果をあ

げている」としている．ただし，この場合の被験者は

６名であり，統計的に意味のある結果を得ているとは

考えにくい．なお，彼らの有効性評価においては，学

力調査は行われていない

松永ら（１０)は松永ら（９）と同様の電子教材を評価す

るために，ある小学校の５年生４９名を対象にして

実験群Ｘ（被験者２５名）と実験群Ｙ（被験者２４名）

を設定し，実験授業を行っている．実験群Ｘでは，

実験ｌとして当該電子教材を利用して展開図を作る

授業（授業Ａ）を行い，その後で実験２として工作用

具を利用して展開図を作る授業（授業Ｂ）を行ってい

る．一方，実験群Ｙでは実験群Ｘとは逆に，実験ｌ

として授業Ｂを行い，その後で実験２として授業Ａ

を行っている．そして，データとして「試行数｣，「成

功数｣，「同じ（前に成功したのと同じ展開図）の数｣，

｢失敗数」などを収集するとともに，学力調査テスト

を行っている．

実験Ｉにおける実験群Ｘ（授業Ａ）と実験群Ｙ（授

業Ｂ）との間に，「試行数｣，「同じの数｣，「失敗数」

については統計的有意差が認められることから，彼ら

は「実験１の学習者は，考えた図形が展開図になるか

どうかを確認するためにシミュレーションを利用し

ていると考えられる」としている．ただし，「成功数」

については，統計的有意差は認められない．したがっ
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